
 バーコード読み取り

（文化財センター情報）

文化財センター　はにわ館 ＆ ギャラリー 2月の催し物予定
2 月の休館日は、1日（月）、8日（月）、12 日（金）、15 日（月）、22 日（月）、29 日（月）です。

開館時間は９：００～１７：００です。

第 1展示室　■常設展「宝塚古墳の謎」

第 2展示室　■冬季企画展「金剛川流域の遺跡」　　　　　　　　　　　　2/6（土）～ 3/21（月・振休）

第 2展示室　■冬季企画展「金剛川流域の遺跡」ミュージアムトーク　　 2/6（土）13：30 ～ 14：30

第 1Ｇ　　　■子供の詩と絵公募展　天地の惠み会　　　2/3（水）～ 7（日）　 ＊16:00 まで　   

第 2Ｇ　  　■勢風盆栽展　　　　　　　　　　　　　　2/5（金）～ 7（日）　 ＊最終日は 15:30 まで　　 　　　　　　

第 3Ｇ　　  ■松阪の無形民俗文化財展　　　　　　　　2/9（火）～ 14（日）　＊16:00 まで

第 2Ｇ　  　■ローカル線　四季の名松線　　　　　　　2/10（水）～ 14（日） ＊10:00 ～ ＊初日は 13:00 から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊最終日は 15:00 まで

第 1,2,3Ｇ　■公民館まつり　作品展示会 　　     　　2/19（金）～ 21（日） ＊16:00 まで

第 1Ｇ　　　■華道家元池坊　松坂橘会グループ花展　　2/27（土）～ 28（日） ＊10:00 ～ ＊最終日は 15:30 まで

【発行】松阪市文化財センター　【電話】0598-26-7330　【サイト】http://www.city.matsusaka.mie.jp/

【企画展「金剛川流域の遺跡」が始まります】

【２月……】

　2 月に入り、寒さを感じる時期になってきました。家にこもってしまいがちなこの時期に、みなさん

にとっておきのお知らせです！松阪市文化財センター・はにわ館では 2 月 6 日（土）より冬季企画展「金

剛川流域の遺跡」を開催します。寒さを吹き飛ばす貴重な資料がたくさん展示されますよ。「でも、金

剛川なんてよく知らないよ…。」というそこのあなた！ここで少し予習しておきましょう。

　金剛川は松阪市中心部の東側を流れる河川です。山室町の山間部を水源として約 10ｋｍに渡って　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　流れ、大口町の入り江から伊勢湾に注いでいます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この金剛川の流域では、古くは旧石器時代から人びと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が活動していたことが分かっており、人びとの生活の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　跡をたどることができます。この流域に位置する遺跡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のなかには、松阪市内でも最大級の集落を形成して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いたと考えられる草山遺跡があります。草山遺跡に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は、なんと竪穴住居約 140 棟、掘立柱建物約 180 棟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など 400 を超える遺構が見つかっており、発掘調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を行った面積は約 29,000 ㎡（バスケットコート約

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　70 面分！）にも及びます。そんな大集落の中で当時

の人はどのような生活をしていたんでしょうね。その一端を知るヒントは発掘された遺物に隠されてい

ます。草山遺跡からは、人や動物などの形をした土製模造品とよばれるものが 50 点ほど発見されまし

た。これは人びとが神に祈りをささげる祭祀に用いられたものだと考えられています。これほどたくさ

んの祭祀具が見つかるということから、集落の中で人びとが大勢集い、集団生活の安全や豊作を願って

祈りをささげていた姿が想像できますね。

　企画展では、草山遺跡以外にも金剛川流域に生きた人

びとの生活を知ることができる資料をたくさんご覧いた

だくことができます。きっと新しい発見や驚きがあると

思います。この冬は家でじっとしていないで、松阪市文

化財センター・はにわ館へ出かけてみてはいかがでしょ

うか。みなさんのご来館をお待ちしております！（担当）
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【ギャラリー】　入場無料

【はにわ館】　　入館料 100 円（18 歳以下無料）　　＊入館は 16:30 まで　
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　暖冬が続きます。今年は蕗の薹のふくらむのがすこし早い気が

する。もうすぐ春の香味を私たちに届けてくれる。なつかしい、

あのほろ苦い味に出会えるのだ。

　春が待ちどおしいのは、今も昔も同じ。梅一輪に春を感じ、

早春の味覚に心騒ぐ。寒さに耐えた分、喜びは大きい。

　ふと思うのだが、大昔の人々の冬を暖かく過ごす知恵はどんな

ものだったのだろう。人々は縄文時代のころから麻やカラムシ

（苧麻）などの繊維で布を織り、衣料を作ってきた。それは、身

に纏うだけのものから、その時代の意匠を映して変わっていく

ことになる。その中で、支配層はさておき、庶民が身に付けた

ものは十分に暖かいものだったのか。

　「貧窮問答歌」から想起するイメージはあまりにも寒々しい。

「　……寒くしあれば　麻襖引き被り　布肩衣　有りのことごと　服襲へども……　」

　麻やカラムシは丈夫だが保温性はそれほどでもない。木綿が普及するのは江戸時代に入ってから

のことである。このまま春になると油断してはいけない。春先の大雪といった例はいくらでもある

そうだ。

　２月のはにわ館では、常設展とともに冬季企画展「金剛川流域の遺跡」を開催します。市民ギャ

ラリーでは盆栽やいけ花、陶芸の展覧や市内公民館で活動されている皆さんの作品発表会「公民館

まつり」などが催されます。ぜひご覧下さい。（所長）
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★遺構･･･人びとの活動の跡。建物跡や墓、道路などがあります。

★遺物･･･遺跡から発見される人が生活で使った道具や武器などの物品。

★祭祀･･･神や祖先を祭るために祈りをささげる儀式。

草山遺跡から見つかった土製模造品

金剛川の位置
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冬季企画展の

お知らせです♪
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